
特別講演会のお知らせ 
 

講師： 永目諭一郎 先生 
日本原子力研究開発機構 先端基礎研究センター 

 
演題： 新しい元素を求めて 

 
講演概要： 
 地球上では今日まで、図 1の周期表に示すように 118種類の元素の存在が報告されている。原子番号

89 のアクチニウム(Ac)から始まるアクチノイド系列は 5f 電子軌道を満たしながら、103 番元素ローレンシ

ウムで (Lr)で終わる。したがって 104 番元素のラザホージウム(Rf)から 112 番元素までは、6d 遷移元素

として第 4 - 12 族元素に位置づけられている。さらに重い 113 - 118 番元素はそれぞれ第 13 - 18 族元

素とされている。この Rf からのアクチノイドを超える元素を総称して超アクチノイド元素、あるいは最近で

は超重元素とも呼んでいる。元素の周期表はどこまで延長できるのだろうか。新しく発見されてくる重い

元素はどのような性質を示し、周期表のどこに入るのだろうか。そして周期表はどんな構造になるのだろ

うか。 

日本原子力研究開発機構の先端基礎研究センターでは、周期表上で原子番号の上限に位置する超

アクチノイド元素の化学的性質を“シングルアトム”レベルで明かにするという研究に取り組んでい

る。目的の超アクチノイド核種を原子核反応で合成し、迅速に化学分離した後、放射線計測を通して新し

い元素の性質を決定するという方法である。最近、Rfの化学的性質が周期表から予想される傾向とは大

きく異なるという興味深い結果が得られている。いったい何に起因しているのだろうか。 

講演では、化学の原点ともいうべき新元素の発見（合成）やその化学的性質に関する最新の成果など

を紹介する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 元素の周期表 

 

日時： 平成２４年６月１２日（火） １３：００～ 
場所： 理学部 E００２講義室 
 
永目先生は、超アクチノイド元素の化学的性質の研究を長年続けられており、この分野の日本
の代表です。今回、理学研究科化学専攻における集中講義のために来学されるのを機会に特
別講演をお願いしました。多数のご来聴を歓迎します。 
 

連絡先： 自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
（理学研究科化学専攻 放射線反応化学）       

中島 覚（内線 ６２９１） 
snaka@hiroshima-u.ac.jp 

 
●集中講義の受講者は講義の一部であるので必ず受講すること 
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